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２０１４年 ３学期スタート！始業式挨拶より
３学期がスタートしました。まずは、事故などなく皆が今日元気に集まれて良かったで

す。「１年の計は、元旦にあり」と言われます。物事を始めるにあたっては、最初にきちんと

した計画を立てるのが大切だということです。皆さんには、東和便り２９号で、自分の道しる

べとなる星（目標）を見つけようと伝えました。この年の始めに目標達成に向けた計画が立

てられましたか。

さて、今日は、皆さんに３つのお願いがあります。

１つ目は、１年の締めくくりとして自分の力をつける、ということです。３年生はそれぞれの

進路に向け最後のがんばりの時期です。体調に十分注意して努力を続けることを祈りま

す。１，２年生は思い出にのこる学級づくりの総仕上げと新しい学年へ力を蓄える学期で

す。時間を大切にし、どう時間を使うべきか、しっかり考えて、授業を中心に自分の力をつ

けていきましょう。

２つ目は、あいさつです。本校では毎月、生徒会を中心に朝のあいさつ運動が実施さ

れています。皆さんのあいさつも、今まで以上にできるようになると嬉しいです。挨拶ができ

るというのは、皆の大きな力となります。できるかできないかでは、大きな違いです。朝は

「おはようございます」、帰りは「さようなら」、また、日中廊下ですれ違うときなど、会釈だけ

でもできると良いです。来校されたお客様に対しても、「こんにちは」、もしくは会釈をするこ

とで自分を高めていきましょう。

３つ目は、読書をすることです。活字に親しむことで読解力が身につきます。本の中から

新しい発見や発想が生まれます。知識が増えます。想像力が鍛えられます。物事をいろん

な角度から見ることができるようにもなり、相手を思いやる心も育ちます。本校では、「朝の

読書活動」を続けていますが、朝の１０分間だけでなく、家に帰ってスマートフォンを触る時

間があるのであれば、それを、読書の時間に変えていきましょう。

「自分の力をつける」「あいさつをする」「読書をする」、３学期は、ぜひこの３点を心に留

めて生活して下さい。

東方 美喜夫

ケータイ＆スマホ、正しく利用できていますか？

子どもの携帯電話の利用の拡大に伴い、「ネット上のいじめ」や有害

サイトを通じて子どもが犯罪に巻き込まれる危険性が、社会的に大きな

問題となっています。

文部科学省は、平成２１年に、学校の携帯電話の取扱いについて、小

・中学校では、原則持ち込み禁止、高等学校では校内での使用制限等

を行うように、方針を明確に示しました。

しかし、学校への携帯電話の持込みを禁止しても、携帯電話を安全に

使えるように、マナーや情報モラルを知らないと犯罪やいじめなどのトラブルにあうこともあり

ます。

文部科学省ホームページ 「ちょっと待って！ケータイ＆スマホ」リーフレット（平成24年度）

より抜粋してみます。

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/taisaku/1225103.htm

悪口やいじめやウソの書き込みをすると、どうなってしまうのか。

○ネットいじめは、人としてカッコ悪いこと

たくさんの人が見ることができるネットに、悪意のある書き込みや投稿をするとどんなことにな

るのだろう。短期間で極めて深刻になる場合もあるし、相手に大きな苦痛を与え、その人の人生

も変えてしまうような事態になることも。自分のことが書かれていたらどういう気持ちになるか考え

てみよう。

○他の書き込みを組み合わせれば、個人がわかってしまうことも

自分のやったことだと分からないだろうと思っても、複数のサイトのプロフィール情報、ページ

のリンク先や検索結果等から個人がある程度わかることがある。また、誰のしわざか気づいてい

る人がネットに書き込み、バレてしまうことも多い。警察が調べなくてもこうやって個人がわかるこ

とがあり、次はやられる側になってしまうことも。

もちろん、警察が調べればもっと個人が特定できる。考えてみて！ネットは通信記録が残っ

ているから、メールを集中して送ったり、掲示板で悪口を書いたり、悪質な画像を掲載したりする

人を追跡できるんだ｡大変なことになる前に気がつかなきゃね。誰がやったのかばれないなんて

ありえない！

○ネットの発言も罪になる

姿が見えないからといって「言いっぱなし」は通用しない｡たとえ面白半分のつもりでも､多くの

人が見て騒ぎになるような投稿や書き込みは犯罪になり､未成年者でも逮捕されている｡例え

ば､特定の個人への悪口や中傷は､｢名誉毀損罪｣や｢侮辱罪｣などの対象になる｡

ケータイ・スマホ 我が家のオリジナルルールを作ってみよう！（以下の項目をチェック）

１．どんな時に使う ２．何のために使う ３．使うための約束

□食事中は使わない □自分の個人情報は書かない □明細で料金を確認する

□お風呂に持ち込まない □悪口を書き込まない □料金が 円を超えた分

□夜 時をすぎたら利用 □迷惑メールに返信しない はおこづかいで払う

しない □チェーンメールを転送しない □料金が 円を越えた翌

□利用は１日 分まで □知らない人からメールがきた 月はケータイを使用しない

□家ではリビングで使う ら保護者に報告する □着メロ、音楽、ゲーム等は勝

□充電器はリビングにおく 手に会員登録やダウンロー

ドをしない

緊急地震速報受信警報システムについて 2月1日より運用

システム機能 大きな揺れ（震度5弱以上）が到達する前に地震の発生を知らせてくれます。

気象庁が緊急地震速報を受信して発報する場合

10秒以上後に地震発生 チャイム音2回とガイダンス

「強い地震がきます。身の安全を確保してください。落下物に注意してください。」

10秒未満に地震発生 チャイム音1回とガイダンス

「強い地震がきます。身の安全を確保してください。落下物に注意してください。

揺れが収まるまで身を守ってください。落ち着いて行動してください。」

※ チャイム音・音声ガイダンスと回転灯（生徒玄関と職員室）の点灯により地震がくることが

分かれば、即時避難行動（机の下にもぐる等）を！


